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■ 筑波大学■

中⾼⽣理⼯系進学応援シンポジウム
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＜編集・発行＞ダイバーシティ・サポート・オフィス事務局
〒305-0047 茨城県つくば市千現1-2-1 国立研究開発法人物質・材料研究機構 人材部門人材開発・大学院室内
Tel： +81-29-859-2000(代） FAX： +81-29-859-2799 E-mail：kyodosankaku@nims.go.jp
URL： http://www.nims.go.jp/nims/activity/equality/dso/index.html

日時 平成30年 8月20日(月)

場所 筑波大学 筑波キャンパス大学会館ホール
TEL: 029-853-8503   Email: rikejo@un.tsukuba.ac.jp

対象 中高生、保護者、中学・高校の教員、DSO機関 (当日参加可能)

主催 主催: 茨城県、筑波大学 後援: つくば⼥性研究者⽀援協議会
URL: https://diversity.tsukuba.ac.jp/?page_id=16891

DSO参加機関イベントのご案内

【概要】
シンポジウムは男⼥問わず合宿に参加し
ない方も含めて広く参加者を募ります。
新しい企画として、つくば近郊を中心とし
たさまざまな企業や研究機関を知ること
ができるブース展示などを準備しています。
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ダイバーシティ・サポート・オフィス（DSO）は、研究教育18機関をメンバーとして、平成19年よ
り男⼥共同参画を連携して推進しています。参加機関相互のイベント等の機会提供、情報交換を⾏って
います。当初は、科学技術振興調整費の支援を受けてスタートしましたが、現在はイコールパートナー
シップでメンバーが対等に運営する、より開かれたDSOとして活動しています。
*DSOメンバー︓産業技術総合研究所、森林総合研究所、物質・材料研究機構、農業・食品産業技術総
合研究機構、千葉⼤学、筑波⼤学、神⼾⼤学、⼟⽊研究所、国⽴環境研究所、国際農林水産業研究セン
ター、防災科学技術研究所、高エネルギー加速器研究機構、理化学研究所、宮崎⼤学、上智学院、岡山
⼤学、宇宙航空研究開発機構、⼤阪⼤学、量⼦科学技術研究開発機構 (加入順）

「DSO News Letter」は各DSO参加機関へ、それぞれの機関で働く方へ、また広く外部に向けて情
報発信するツールとして発⾏しております。当Letterの紹介も歓迎いたします。
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ダイバーシティサポートオフィスのご案内

DSO事務局より
7月27日、NIMSにおいて、5年以内に定年を迎える職員向けに

「セカンドキャリアセミナー」が開催されました。その場で、
DSO会⻑でもある⻑野理事より“定年という節目とその後の⼈⽣
に向けていかに⽣きるべきか”という話がなされました。

NIMSの会議室は、神妙な顔をした男性研究者でいっぱいでし
たが、定年というのは男性のためだけにあるわけではなく、当た
り前ですが、⼥性も定年を迎えます。雇⽤機関均等法に守られる
ことなく働き続けた⼥性たちは、男性以上に仕事への思い⼊れを
持っていることが、この本「定年⼥⼦」（岸本裕紀⼦著）を読む
とわかります。定年後の「健康」「お⾦」及び「⼈間関係」の重
要性を語る部分は男性向けの指南本と一緒ですが、「おしゃれも
メイクも友情も仕事に直結」という章は⼥性目線ならではのもの
です。⾝だしなみも仕事のうち、という無意識の意識が、⾃分を
律するためにどれほど⼤切なものかを改めて認識しました。

また、私たちの⼈⽣の中で、定年前の10年（50代）というのは、驚くほど多くのものを奪わ
れる10年であるように思います。⼦供の巣⽴、親との別れ、そして体⼒や気⼒の消失。それら
と向き合いながら、さらに定年後の⾃分の⽣き方を考える。もはや「リセット」などというき
れいごとでは済まされない⼤仕事に⽴ちむかうような気がしています。

とはいうものの、家事と仕事を両⽴してきたいわゆる往年のキャリアウーマンは、男性より
は柔軟性があり、意外とその居場所を⾒つけるのも上手かもしれません。本書は、多様なライ
フスタイルを育んできた平成という時代を働き抜いた諸先輩方が、我々に送るアドバイスに満
ちています。「⼥性活躍推進」に続く「⼤量定年⼥⼦時代」を迎えるための準備の書として読
んでおいても損のない一冊だと思います。 （岩澤）


